
曽
国
藩
と
横
井
小
楠
の
「
誠
」

に
つ

、し

て

陳
　
　
　
衛

平

　
本
論
に
入
る
前
に
、
中
日
の
近
代
儒
学
倫
理
思
想
の
比
較
研
究
に
関
し

て
、
私
の
問
題
意
識
を
三
点
ほ
ど
指
摘
し
た
い
。

第
一
点
目
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
儒
学
思
想
の
共
通
性
に
つ
い
て
。

、
共
通
の
経
典
と
共
通
の
概
念
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
。

　
孔
子
の
思
想
典
籍
を
整
理
す
る
最
初
の
努
力
か
ら
新
儒
学
と
呼
ば
れ
る

「
宋
明
理
学
」
が
成
立
し
た
時
代
ま
で
、
儒
学
自
身
は
大
き
な
変
貌
を
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
よ
っ
て
、

儒
学
は
中
国
以
外
の
地
域
ま
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、

歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
沖
国
の
み
な
ら
ず
、
他
の
地
域
の
優
れ
た
思
想
家

た
ち
も
儒
学
思
想
の
原
典
に
基
づ
い
て
、
絶
え
ず
に
そ
の
注
解
を
補
い
、

再
解
釈
な
い
し
再
構
築
の
仕
事
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
個
々
の
思
想
家
に

お
い
て
は
当
時
の
社
会
と
政
局
の
状
況
に
対
し
、
ど
の
経
典
を
重
要
視
す

る
か
に
っ
い
て
意
見
の
食
い
違
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

あ
と
で
少
し
詳
し
く
論
じ
る
が
十
九
世
紀
の
半
ば
で
活
躍
し
て
い
た
曽
国

藩
一
中
国
）
、
横
井
小
楠
一
日
本
）
の
場
合
は
、
曽
国
藩
が
『
礼
記
』
を

最
も
重
視
し
て
い
た
に
対
し
て
、
横
井
小
楠
は
『
書
経
』
を
重
要
視
に
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
国
、
ど
の
時
代
の
思
想
家
に
し
て
も
、

そ
の
思
想
的
姿
勢
、
そ
の
重
視
す
る
経
典
に
は
違
い
が
あ
っ
た
が
、
儒
学

の
経
典
の
範
囲
及
び
そ
の
基
本
概
念
に
つ
い
て
は
終
始
一
貫
、
変
わ
り
は

な
か
っ
た
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
る
「
誠
」
概
念
は
そ
の
代
表
例
の
一
つ

と
言
え
る
。
二
千
年
も
前
の
『
中
庸
』
と
『
孟
子
』
に
遡
れ
る
こ
の
「
誠
」

は
、
宋
の
時
代
以
降
、
中
国
思
想
界
に
お
い
て
そ
れ
を
触
れ
な
い
人
間
は

い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
日
本
倫
理
思
想
史
に
お
い
て
は
、
武
内
義

雄
と
相
良
亨
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
「
誠
」
を
特
色

と
す
る
日
本
的
儒
教
を
形
成
し
た
。
一
注
一
一
曽
国
藩
は
「
誠
」
を
最
も

強
調
し
詳
細
に
論
述
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
に
対
し
て
、
日
本
の
幕
末
で

横
井
小
楠
は
「
誠
」
を
と
ら
え
た
唯
一
の
思
想
家
で
な
い
が
、
「
誠
」
の

解
釈
に
つ
い
て
最
も
特
色
の
あ
る
思
想
家
と
言
え
よ
う
。
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2
、

共
通
或
い
は
類
似
す
る
学
習
方
法
と
実
践
原
則
を

持
つ
こ
と
に
つ
い
て
。

．
周
知
の
よ
う
に
、
儒
家
知
識
人
は
「
修
身
」
「
養
性
」
「
斉
家
」
と
い
う

内
的
努
力
に
よ
っ
て
、
「
治
国
平
天
下
」
を
実
践
し
て
い
く
と
い
う
原
則

は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
、
少
な
く
と
も
十
九
世
紀
末
ま
で
儒
家
知
識
人
の
間

で
普
遍
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。

3
、

共
通
の
倫
理
至
上
原
則
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
。

　
本
来
、
儒
学
は
倫
理
を
最
重
要
視
し
た
学
問
で
あ
り
、
倫
理
の
実
現
、

個
人
の
人
格
の
完
成
と
政
治
目
標
の
設
定
、
政
治
活
動
の
推
進
と
は
表
裏

の
関
係
を
持
つ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
倫
理
の
原
則
は
哲
学
一
般
の
原

則
と
同
じ
よ
う
な
権
威
性
を
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
誠
」
の
概
念
に

関
し
て
、
曽
国
藩
は
「
誠
は
天
の
道
」
と
力
説
し
、
横
井
小
楠
は
「
至
誠

は
自
然
の
理
」
を
強
調
し
た
。

　
以
上
の
き
わ
め
て
大
ざ
っ
ぱ
な
概
括
だ
が
、
私
の
考
え
と
し
て
、
比
較

研
究
を
行
う
場
合
、
ま
ず
そ
の
よ
う
な
思
想
の
共
通
性
を
再
確
認
し
、
そ

の
上
で
、
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
手
順
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
筆
者
は
地
域
に
よ
る
思
想
の

大
き
な
相
違
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
過
小
視
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
第
二
点
目
は
、
現
存
す
る
比
較
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
。

　
儒
学
倫
理
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く
立
派
な
研
究
成
果
を
上

げ
て
い
る
が
、
日
中
比
較
研
究
の
成
果
は
割
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
数
少
な
い
成
果
の
中
で
も
、
若
干
抽
象
の
基
本
概
念
だ
け
を
取
り
あ

げ
、
比
較
研
究
を
行
い
、
或
い
は
朱
喜
一
、
王
陽
明
な
ど
の
思
想
を
取
り
あ

げ
、
江
戸
時
代
の
思
想
家
と
の
比
較
研
究
を
行
う
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
最

近
中
国
の
思
想
界
に
お
い
て
、
明
治
維
新
前
後
の
中
日
思
想
家
の
比
較
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
（
注
二
）
し
か
し
、
概
念
研
究
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
基
本
概
念
の
比
較
研

究
は
重
要
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
個
々
な
思
想
家
の
具
体
的
思
想
を
む
す

び
っ
け
る
方
は
そ
の
研
究
は
よ
り
一
層
実
り
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
刀
逆

に
、
個
々
な
思
想
家
の
具
体
的
思
想
例
え
ば
倫
理
思
想
を
比
較
す
る
な
ど

の
場
合
、
基
本
概
念
の
比
較
が
行
わ
な
い
と
、
そ
の
研
究
は
同
様
に
望
ま

し
い
成
果
を
挙
げ
る
の
が
難
し
い
。

第
三
点
目
は
、
思
想
転
形
期
の
倫
理
学
を
研
究
す
る
意
義
に
つ
い
て
。

　
歴
史
的
激
動
期
に
お
い
て
儒
学
の
倫
理
的
特
徴
が
一
段
と
鮮
明
に
現
れ

る
。
十
九
世
紀
半
ば
の
い
わ
ゆ
る
「
西
洋
の
衝
撃
」
は
、
東
ア
ジ
ア
の
儒

者
に
と
っ
て
、
か
つ
て
な
い
政
治
的
危
機
で
あ
る
と
共
に
文
化
的
危
機
で

も
あ
っ
た
。
思
想
家
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
る
儒
者
は
、
其
の
心
境
は
極

め
て
複
雑
で
あ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
軍
事
的
思
想
的
面
で
西
洋
に
対
抗
す

る
た
め
に
、
儒
者
の
責
任
感
は
強
く
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
西
洋
の
先

進
技
術
と
知
識
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
儒
者
自
体
も
意
識
の
変
革
を
要

求
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
、
儒
学
と
り
わ
け
儒
学
の
倫
理

的
思
考
は
、
変
革
の
内
的
原
動
力
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
変
革
の
対
象

に
も
な
る
。
儒
者
に
と
っ
て
、
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
の
状
態
に
置
か
れ
た
と

も
一
一
冒
え
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
な
い
衝
撃
的
体
験
で
あ
る
。
本
発
表
が
取
り
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あ
げ
る
曽
国
藩
と
横
井
小
楠
の
二
人
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
以
下
、
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
本
論
に
入
り
た
い
と
思
う
。

を
切
り
開
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

な
儒
学
の
樹
立
に
力
を
注
ぎ
、
「
誠
」

の
成
立
の
先
決
条
件
と
力
説
し
た
。

「
三
代
の
学
問
」
と
名
付
け
る
新
た

と
い
う
倫
理
的
姿
勢
を
そ
の
学
問

曽
国
藩
と
横
井
小
楠
の
生
涯
に
つ
い
て
。

二
、
曽
国
藩
に
お
け
る

「
誠
」
の
思
考
に
つ
い
て
。

　
曽
国
藩
（
一
八
一
一
～
一
八
七
二
）
横
井
小
楠
一
一
八
〇
九
～
一
八
六

九
）
の
年
齢
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
主
な
政
治
及
び
思
想
の
活

動
期
も
一
九
世
紀
四
十
－
六
十
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
中

国
に
と
っ
て
も
日
本
に
と
っ
て
も
文
字
通
り
「
内
憂
外
患
」
の
時
代
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
後
の
時
代
と
違
っ
て
日
本
と
中
国
と
は
同
じ
く
植
民
地
に
陥

る
危
険
性
が
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
た
。
清
朝
重
臣
と
し
て
の
曽
国
藩
は

「
太
平
天
国
」
と
戦
い
な
が
ら
、
後
に
「
洋
務
運
動
」
と
称
し
、
西
洋
器

械
の
輸
入
、
洋
書
の
翻
訳
、
中
国
初
の
留
学
生
派
遣
等
の
事
業
を
大
い
に

展
開
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
最
後
の
理
学
大
師
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

曽
国
藩
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
儒
学
の
復
興
と
り
わ
け
儒
学
倫
理
の
再
興
を

つ
と
め
た
。
彼
の
倫
理
思
想
の
核
心
は
彼
自
身
の
言
葉
で
言
え
ば
「
誠
」

の
一
字
に
現
れ
て
い
る
。
一
方
、
横
井
小
楠
は
曽
国
藩
の
よ
う
な
輝
か
し

い
人
生
に
は
及
ば
な
い
が
、
肥
後
藩
一
熊
本
県
一
の
一
下
級
藩
士
か
ら
出

発
し
た
後
に
越
前
藩
（
福
井
県
一
藩
主
松
平
慶
永
の
最
高
顧
問
に
な
り
、

五
年
間
も
つ
と
め
た
。
さ
ら
に
一
八
六
二
年
夏
松
平
の
幕
府
政
事
総
裁
の

就
任
と
共
に
江
戸
に
入
り
、
「
公
武
合
体
」
に
尽
力
し
、
「
天
下
の
小
楠
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
横
井
小
楠
は
当
時
の
他
の
儒
学
思
想
家
よ

り
積
極
的
に
近
代
西
洋
の
社
会
思
想
及
び
制
度
を
評
価
し
、
導
入
す
る
道

　
曽
国
藩
の
「
誠
」
概
念
は
三
十
代
頃
に
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
構
成

は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

1
．
「
誠
な
け
れ
ば
物
無
し
一
不
誠
無
物
一
。
」
1
天
地
の
根
本
と
し
て
の
「
誠
」

　
曽
国
藩
は
『
中
庸
』
以
来
の
「
誠
」
概
念
が
哲
学
的
な
性
格
と
倫
理
学

的
性
格
と
の
二
つ
の
側
面
を
持
つ
と
い
う
論
理
を
継
承
し
、
「
夫
れ
天
即

ち
誠
是
れ
な
り
一
夫
天
即
是
誠
一
」
、
「
誠
な
け
れ
ば
物
無
し
（
不
誠
無
物
一
」

一
『
賀
中
丞
宛
書
簡
』
一
八
四
二
）
、
「
道
は
誠
存
す
る
と
こ
ろ
に
在
る
一
道

在
存
誠
一
」
を
力
説
し
、
天
一
道
一
誠
一
致
論
を
再
確
認
し
強
調
し
た
。

2
．
「
誠
は
、
力
行
の
こ
と
な
り
一
誠
者
、
力
行
之
事
）
。
」
－
実
践
論
と

　
　
　
し
て
の
「
誠
」

　
曽
国
藩
が
「
誠
」
理
解
の
中
で
究
極
価
値
と
し
て
は
哲
学
的
性
格
を
考

え
て
い
た
が
、
彼
が
よ
り
関
心
を
持
っ
た
の
は
実
践
倫
理
と
し
て
の
「
誠
」

で
あ
る
と
言
え
る
。
彼
は
、
「
所
謂
誠
は
即
ち
其
の
知
る
と
こ
ろ
之
れ
を

行
う
。
是
れ
欺
ざ
る
な
り
。
一
句
を
知
れ
ば
便
ち
一
句
を
行
う
。
此
の
二

者
合
わ
せ
て
進
む
。
下
学
此
に
在
り
、
上
達
や
此
に
在
る
。
」
一
『
弟
宛
書
簡
』

一
八
四
二
）
と
述
べ
て
い
る
。

3
．
「
存
己
の
誠
」
と
「
接
物
の
誠
」
－
人
間
関
係
の
基
準
と
し
て
の
「
誠
」

　
曽
国
藩
は
「
誠
の
字
を
以
て
本
と
為
し
、
勤
の
字
慎
の
字
を
以
て
用
と
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為
す
。
一
以
誠
字
為
本
、
以
勧
字
慎
字
為
用
一
L
と
述
べ
、
こ
れ
を
「
在
己

の
誠
一
在
己
之
誠
）
」
一
『
李
容
宛
書
簡
』
一
八
五
八
）
と
規
定
し
た
。
ま
た
、

「
凡
そ
人
は
偽
を
以
て
来
た
れ
ば
、
我
誠
を
以
て
往
く
べ
し
。
（
凡
人
以

偽
来
、
我
以
誠
往
）
。
」
『
弟
宛
書
簡
』
一
八
五
七
一
と
言
い
、
こ
れ
を
「
接

物
の
誠
」
つ
ま
り
他
人
と
接
す
る
と
き
の
あ
る
べ
き
態
度
を
指
摘
し
た
。

4
．
「
誠
心
を
以
て
求
め
る
一
以
誠
心
求
之
）
。
」
－
政
治
行
動
の
精
神
原

　
　
　
点
と
し
て
の
「
誠
」

　
政
界
の
場
で
は
曽
国
藩
の
目
に
映
っ
た
の
は
中
央
か
ら
地
方
ま
で
腐
敗

と
無
責
任
に
満
ち
て
い
る
現
実
で
あ
っ
た
。
彼
は
当
時
の
政
界
を
「
不
黒

不
白
不
痛
不
療
之
世
界
」
と
痛
烈
に
批
判
し
、
「
君
子
の
道
は
、
忠
誠
を

以
て
天
下
の
為
に
唱
す
る
こ
と
よ
り
大
な
る
莫
か
れ
。
」
（
『
湘
郷
忠
烈
祠

碑
文
』
一
八
六
〇
一
と
繰
り
返
し
て
呼
び
か
け
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
、
曽
国
藩
の
政
治
活
動
の
場
は
国
内
か
ら
外
交
交
渉
へ

と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
彼
の
「
人
と
万
物
の
情
一
な
り
。
中
国
と
外
国
の

情
一
な
り
。
自
立
を
以
て
本
と
為
し
、
推
誠
を
以
て
用
と
為
す
。
」
一
『
皇

帝
へ
の
上
奏
文
』
一
八
六
七
）
と
い
う
外
交
原
則
に
つ
い
て
の
考
え
を
見

て
み
る
と
、
早
期
彼
の
「
逆
夷
の
性
」
の
言
い
方
が
「
（
西
洋
）
の
人
の
情
」

に
変
わ
り
、
西
洋
倫
理
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
が
、
「
誠
」
の
理

解
は
変
わ
る
こ
と
な
く
「
誠
」
の
適
用
の
面
が
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
曽
国
藩
は
「
吾
れ
五
子
一
周
瀧
渓
、
二
程
子
、
張
載
と
朱
子
の
五

人
）
の
言
を
観
る
。
其
の
大
な
る
も
の
は
多
い
に
沫
氾
一
孔
子
孟
子
の
こ

と
）
合
す
る
。
」
（
『
聖
哲
画
像
記
』
一
八
六
〇
一
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
「
誠
」
は
依
然
と
し
て
宋
儒
の
理
解
に
沿
っ
た

も
の
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

三
、
横
井
小
楠
に
お
け
る

「
誠
」
の
思
考
に
つ
い
て
。

　
横
井
小
楠
の
思
想
的
展
開
の
道
の
り
を
考
察
し
て
み
る
と
、
彼
は
早
い

時
期
か
ら
心
術
論
重
視
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
傾

向
を
表
す
言
葉
は
他
で
も
な
く
「
誠
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
三
年
に

書
い
た
文
章
の
中
で
「
誠
意
の
工
夫
」
が
「
第
；
思
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
指
摘
し
た
。
一
『
伴
圭
左
衛
門
宛
書
簡
』
）
政
治
倫
理
と
し
て
特
に

人
君
と
臣
僚
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
楠
は
「
人
君
は
（
中
略
）
至
誠
を
以

て
臣
僚
を
率
い
黎
庶
を
治
む
。
執
政
大
夫
は
、
憂
国
愛
君
の
誠
を
立
て
、

（
中
略
）
敢
え
て
己
我
の
念
を
挟
ま
ず
、
忠
誠
無
二
、
公
に
奉
じ
て
下
を

治
む
。
」
一
『
国
富
三
論
』
一
八
六
〇
）
と
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の

時
期
の
横
井
小
楠
の
「
誠
」
の
意
味
あ
い
は
、
「
誠
意
は
論
語
に
て
申
せ

ば
主
忠
信
之
処
、
近
思
録
に
て
は
為
学
之
処
、
皆
此
学
問
の
大
本
領
之
工

夫
な
り
。
」
一
同
上
）
で
あ
り
、
横
井
小
楠
は
基
本
的
に
儒
教
経
典
の
「
誠
」

に
関
す
る
解
釈
に
準
じ
て
心
術
論
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
晩
年
の
横
井
小
楠
は
思
想
の
成
熟
期
を
迎
え
、
「
桑
舜
孔
孟
三
代
の
学
」

と
名
付
け
ら
れ
た
学
問
の
体
系
も
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
「
三
代
の
学
」
と
は
「
宋

の
大
儒
」
の
空
理
空
論
を
排
し
、
儒
学
の
原
点
で
あ
る
「
尭
舜
孔
孟
三
代
」

の
学
問
の
精
神
に
立
脚
し
な
が
ら
、
「
公
論
」
、
「
公
議
」
な
ど
西
洋
近
代

議
会
制
度
に
近
い
考
え
を
も
盛
り
込
ん
だ
学
問
で
あ
る
。
い
わ
ば
一
種
の

新
儒
学
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
と
「
誠
」
と
の
関
連
を
見
て
み
た
い
。

1
．
「
思
」
と
「
思
の
誠
」
に
つ
い
て

　
横
井
小
楠
は
、
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「
学
問
の
眼
目
に
て
、
古
の
学
は
皆
思
の
一
字
に
在
り
」
、
「
一
身
の
修

養
よ
り
天
下
の
経
紛
の
事
業
至
ま
で
、
皆
思
よ
り
出
候
。
」
一
『
沼
山
閑
話
』

一
八
六
四
）

　
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
先
儒
の
学
問
の
最
終
結
論
で
な
く
そ
の
独

自
な
学
問
追
求
の
姿
勢
つ
ま
り
「
思
」
は
「
秦
舜
三
代
の
心
」
即
ち
「
三

代
の
学
」
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
横
井
小
楠
の
考
え
は
、
「
思
」

の
重
要
性
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
思
」
の
正
確
さ
を
如
何
に
し
て
保

つ
か
と
い
う
こ
と
が
先
決
の
問
題
と
な
る
、
と
進
ん
で
い
き
、
横
井
小
楠

は　
「
格
物
の
業
皆
己
が
誠
の
思
よ
り
出
候
て
」
、
「
思
う
の
誠
な
け
れ
ば
、

後
世
の
如
く
千
巻
の
書
を
読
候
て
も
皆
帳
面
し
ら
べ
に
な
る
も
の
に
候
。
」

一
『
沼
山
対
話
』
　
一
八
六
五
）
と
述
べ
た
。

2
．
「
信
」
と
「
誠
」
の
区
別
に
つ
い
て
。

　
横
井
小
楠
が
「
誠
」
を
「
思
」
の
必
要
不
可
欠
な
前
提
と
し
て
考
え
て

い
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
「
信
」
或
い
は
「
忠
信
」
と
同
義
的
に
扱
わ
れ
て

き
た
「
誠
」
概
念
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
論
理
的
に
も
は
や
言
え
な
く
な

る
。
横
井
小
楠
自
身
は
こ
の
点
を
意
識
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

「
誠
と
信
意
味
別
な
り
。
誠
は
本
然
の
真
実
源
頭
よ
り
涌
く
出
す
。
工
夫

を
用
ひ
ず
。
信
は
襲
於
己
自
尽
之
謂
。
誠
に
至
る
の
道
な
り
。
」
一
『
沼
山

対
話
』
一

　
横
井
小
楠
の
「
誠
」
の
内
面
か
ら
湧
き
出
た
と
い
う
点
は
従
来
の
解
釈

と
変
わ
ら
な
い
が
、
「
誠
」
の
中
か
ら
実
践
的
性
格
の
一
面
を
取
り
除
き
、

そ
れ
を
「
信
」
と
い
う
概
念
の
中
に
入
れ
た
。
つ
ま
り
「
誠
」
と
「
信
」

の
両
者
の
間
に
は
一
種
の
上
位
と
下
位
の
関
係
を
成
立
さ
せ
た
。
従
来
一

体
化
し
て
い
た
「
誠
」
と
「
信
」
を
、
「
誠
」
と
「
信
」
の
二
つ
の
価
値

に
分
解
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
井
小
楠
の
新
儒
学
の
倫
理
的
前
提
が
完

成
し
た
。

3
．
「
誠
」
は
「
自
然
の
理
」
で
あ
る
。

　
横
井
小
楠
に
お
い
て
、
中
年
期
の
「
誠
」
と
は
「
中
庸
に
申
候
自
明
自

然
之
理
」
で
あ
る
考
え
か
ら
「
三
代
の
学
」
を
樹
立
し
た
晩
年
期
の
論
述

を
見
て
み
る
と
、
小
楠
が
「
誠
」
は
「
自
然
の
理
」
と
い
う
従
来
の
考
え

方
を
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

4
．
「
至
誠
側
但
の
心
」
に
基
づ
く
西
洋
観
に
つ
い
て

　
横
井
小
楠
は
西
洋
の
ア
ジ
ア
侵
攻
を
「
暴
虐
無
理
」
と
批
判
し
、
日
本

と
中
国
は
「
唇
亡
歯
寒
」
一
『
国
富
三
論
』
一
と
い
う
一
体
的
関
係
と
指
摘
し
、

当
時
の
佐
久
問
象
山
、
吉
田
松
陰
ら
と
は
相
当
異
な
っ
た
ア
ジ
ア
観
を

持
っ
て
い
た
。
小
楠
は
西
洋
の
行
動
が
「
至
誠
側
但
よ
り
発
出
」
で
な
く

「
皆
利
害
上
よ
り
出
た
る
も
の
」
と
や
は
り
心
術
論
の
見
地
に
よ
る
鋭
い

批
判
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
横
井
小
楠
は
同
時
に
西
洋
の
技
術
か
ら
一
部

の
制
度
ま
で
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
た
。
そ
の
時
、
「
至

誠
側
但
の
心
を
以
て
交
る
べ
き
」
だ
一
『
沼
山
対
話
』
一
と
小
楠
は
再
三
指

摘
し
た
。

1
結
論
を
代
え
て
1

一
、
以
上
の
初
歩
的
分
析
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
曽
国
藩
に
お
い
て
は
、

・
「
誠
」
の
概
念
は
三
十
代
前
後
に
一
旦
樹
立
さ
れ
た
後
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
か
わ
り
は
し
な
か
っ
た
。
一
方
横
井
小
楠
は
若
い
時
期
に
曽
国
藩
と
ほ
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ぼ
同
じ
理
解
の
下
で
「
誠
」
の
概
念
を
樹
立
し
た
が
、
晩
年
に
な
る
と
、

西
洋
交
渉
面
の
「
至
誠
側
但
の
心
」
の
考
え
方
を
除
い
て
、
「
誠
」
概
念

を
「
三
代
の
学
」
の
創
設
と
結
び
付
け
、
新
た
な
意
味
付
け
を
し
た
の
で

あ
る
。

二
、
東
洋
倫
理
観
の
独
自
の
価
値
と
し
て
の
「
誠
」
に
つ
い
て

　
曽
国
藩
と
小
楠
は
「
誠
」
の
哲
学
的
根
拠
を
論
証
す
る
際
、
共
に
「
天

の
道
」
或
い
は
「
自
然
の
理
」
と
い
う
先
儒
の
考
え
に
沿
っ
て
単
純
に
ま

と
め
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
伝
統
儒
教
の
限
界
が
見
え
る
と
言
え

な
い
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
、
曽
国
藩
も
小
楠
も
「
蛮
夷
」
を
排
撃
す

る
姿
勢
を
変
え
て
「
誠
」
の
理
念
を
も
っ
て
西
洋
と
積
極
に
接
す
る
べ
き

だ
と
力
説
し
て
お
り
、
「
誠
」
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
近
代
外
交
理
念
の

樹
立
と
直
ち
に
つ
な
が
る
と
は
言
い
難
い
が
、
「
華
夷
意
識
」
の
終
焉
を

告
げ
る
先
駆
的
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

三
、
「
誠
」
概
念
の
相
違
と
二
人
の
危
機
認
識
の
関
連
に
つ
い
て

　
曽
国
藩
と
小
楠
の
「
誠
」
概
念
の
と
ら
え
方
の
相
違
に
よ
っ
て
、
当
時

の
儒
者
が
直
面
し
て
い
た
「
西
洋
の
衝
撃
」
と
は
何
の
危
機
で
あ
っ
た
か

に
対
す
る
二
人
の
思
想
家
の
異
な
っ
た
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
楠
は
政
治
的
危
機
と
同
時
に
思
想
的
危
機
で
も
あ
る
と
考
え
、
し

た
が
っ
て
、
程
朱
理
学
を
や
め
、
「
三
代
の
学
」
を
呼
ば
れ
る
儒
学
の
再

建
と
す
る
の
が
小
楠
晩
年
に
到
達
し
た
結
論
で
あ
る
。
新
た
な
儒
学
を
創

り
出
す
た
め
に
、
「
誠
」
と
い
う
心
理
的
原
動
力
が
欠
か
せ
な
い
と
小
楠

は
力
説
し
た
。
逆
に
言
う
と
、
本
来
実
践
的
性
格
を
有
し
て
い
る
「
誠
」

を
新
儒
学
の
倫
理
前
提
に
変
え
た
。
と
こ
ろ
が
曽
国
藩
は
政
治
的
危
機
で

あ
る
と
同
時
に
倫
理
的
危
機
と
考
え
る
。
程
朱
理
学
と
孔
孟
の
道
を
一
体

で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
程
朱
理
学
の
存
続
可
能
性
を
訴
え

た
。
「
誠
」
の
概
念
に
つ
い
て
も
程
朱
理
学
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
儒
学

の
自
身
の
問
題
で
な
く
儒
者
の
怠
惰
を
是
正
す
る
た
め
に
、
「
誠
」
の
存

在
的
性
格
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
場
合
は
儒
者
の
あ
る
べ

き
心
の
持
ち
方
と
位
置
づ
け
た
。

　
以
上
、
「
誠
」
と
い
う
倫
理
概
念
の
と
ら
え
方
を
通
じ
、
歴
史
的
激
動

期
に
お
け
る
日
中
両
国
の
代
表
的
思
想
家
で
あ
る
曽
国
藩
と
横
井
小
楠
に

お
け
る
認
識
の
共
通
性
と
相
違
性
を
見
て
き
た
。
そ
れ
は
当
時
の
両
国
の

思
想
界
の
共
通
性
と
相
違
性
と
も
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
後
年
、
曽
国

藩
の
門
弟
の
一
人
で
あ
る
郭
嵩
壽
一
は
小
楠
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
宋
儒
の
学

問
を
や
め
、
「
三
代
の
学
」
の
再
建
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、

こ
れ
は
小
楠
没
後
二
十
年
近
く
の
事
で
あ
っ
た
。
一
注
三
）

1
主
1

（
注
一
）
故
武
内
義
雄
の
「
誠
」
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
、
学
界
に
異
論

が
あ
る
。
子
安
宣
邦
の
『
誠
と
近
世
の
知
的
位
相
』
を
参
照
。
『
現
代
思

想
　
特
集
・
日
本
人
の
心
の
歴
史
』
所
収
　
青
土
社
　
一
九
八
二
年
。

（
注
二
一
例
え
ば
魏
源
と
佐
久
問
象
山
、
梁
啓
超
と
福
沢
諭
吉
、
厳
復
と

福
沢
諭
吉
な
ど
で
あ
る
。

（
注
三
一
郭
嵩
壽
一
二
八
一
八
～
一
八
九
こ
に
つ
い
て
は
鐘
叔
和
　
著

『
走
向
世
界
』
第
士
二
章
を
参
照
　
北
京
中
華
書
局
　
一
九
八
五
年
。

（
ち
ん
え
い
へ
い
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
一
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